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新版『資本論』第2部講座  

第４回講義： 『資本論』第2部を読む 

     ――どのように読むべきか―― 

            主催：千葉県学習協会 

            日時：2023年12月17日（日）午後1時～5時 

            ところ：千葉県自治体福祉センター 

            講師：萩原伸次郎（横浜国立大学名誉教授） 

 

 これから、９回にわたって、カール・マルクス著『資本論』第2部を読む。周知のよ

うに、第2部は、マルクスの死後、彼の盟友、フリードリヒ・エンゲルスによってまと

められ出版された。千葉県学習協会は、2019年から2020年にかけて、9回にわたって、

第2部を学習したが、それは、新書版『資本論』（新日本出版社）に基づくものだった。

今回は、新版『資本論』（新日本出版社）に基づき講義を進める。その理由は、新書版発

刊後、『資本論』形成史の研究が進み、『資本論』第2部をめぐる新たな事実が明らかに

なり、新版では、それらについて監修者の詳しい注がついているからだ。もちろん、従

来の訳書『資本論』によって受講されても構わない。レジュメには、書き抜いた新版『資

本論』の文章のページに、原文のページも入れたから、新版『資本論』以外の訳本の受

講者の皆さんにも、どのページのことかはわかるはずだ。 

ここに受講される皆さんは、すでに『資本論』第 1 部については、3 回にわたって宮

﨑先生による復習をされているはずだから、かなりの知識をお持ちであることを前提に

話を進める。とはいっても、まず、マルクス『資本論』全 3 部、『剰余価値学説史』を

入れると全4部の成り立ちついて、とりわけ『資本論』第2部は、どのようにして書か

れたのかに重点をおいて話をすすめよう。 

 

 ご存知のように、カール・マルクス（Karl Heinrich Marx）は、1818年5月5日、

ドイツはモーゼル川のほとり、トリーアで、裕福な中産階級の子として生まれ、1883

年3月14日、亡命先のロンドンで亡くなる。享年64歳だった。墓は、ロンドンの北、

ハイゲート墓地にある。マルクスの一生は、波乱に満ちたものであった。まず、17 歳

のとき、ボン大学に法律を学びに入学する。ここで終生の伴侶となる幼馴染みのイェン

ニー・ホン・ウェストファーレン（Jenny von Westphalen）と婚約する。マルクスの

父は、彼をよりいっそう勉強させるためベルリン大学へ送るが、マルクスは、ヘーゲル

哲学に興味を持ち、ヘーゲル左派の運動に加わり、キリスト教批判など、プロシャ専制

政治と対決する。若いときからラディカルだったマルクスは、大学に残ろうとするのだ

が、プロシャ政府の認めるところとはならず、かくて、アカデミズムに別れを告げ、ジ

ャーナリズムの道を探り、1842 年 10 月、自由主義新聞『ライン新聞』の編集に携わ

る。しかし、マルクスの経済問題の論説が、プロシャ政府の怒りに触れ、新聞は弾圧さ

れ、彼はフランスに亡命する。1843年末、パリに着いたマルクスは、フランスの社会

主義者と交わり、『独仏年誌』の発行にかかわり、フランス社会主義とドイツ・ヘーゲ

ル左派の運動を結び付けようと試みる。このパリ滞在中に、マルクスは、革命的民主主

義者から共産主義者となり、『経済学・哲学草稿』(1844年)として知られる未定稿を書
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き残す。終生の友となるフリードリヒ・エンゲルス（1820-1895 年）と知り合うのも

このパリであった。 

 ところで、1844年末、マルクスは、フランス・オルレアン朝の宰相ギゾーによって、

パリ追放となる。彼は、エンゲルスとともにブリュッセルに移動し、3 年間をそこに過

ごす。『資本論』第 1 部が、勇敢、誠実、高潔なプロレタリアート前衛戦士、ウィルヘ

ルム・ヴォルフに捧げられたのは、つとに有名な話だが、彼と知り合ったのも、このブ

リュッセルだった。1847年末、ロンドンでの共産主義者同盟の会議において、彼らの政

治宣言を書くことを託されたマルクスとエンゲルスは、1848年、後に有名となる『共産

党宣言』を出版する。まさにそのときヨーロッパで革命の嵐が吹き始めるのである。 

 1848年始め、マルクスは、急遽パリに戻り、また、ドイツで、『新ライン新聞』を立

ち上げ、主筆となる。マルクスは、『新ライン新聞』に信頼のおけるヴォルフを編集の一

員として任命し、彼は、その後マルクスに忠誠を尽くす。この新聞は、プロシャの専制

政治を徹底的に批判、1848年ドイツ民主革命の拠点となるが、またもや、弾圧され1849

年5月、マルクスは、ロンドンに亡命し、終生この地で暮らすことになるのである。 

  

ロンドン・ノート(1850年9月から53年6月までの草稿) 

 マルクスのロンドンでの経済学研究は、1850年から始まった。1847年イギリスの経

済恐慌が1848 年フランス2 月革命、ドイツの3月革命につながったと考えたマルクス

は、経済恐慌が革命を引き起こすという考えをもとに、経済学研究を進めた。その「待

望」の恐慌現象が、1856年秋ごろから現れ始めた。これが、マルクスを今まで以上に経

済学研究に駆り立てた。マルクスは、当時「新しい革命は、新しい恐慌の後にのみ起こ

りうる」という仮説のもとに、「恐慌と革命の直結論」で研究を始めたからだ。しかし、

現実は、そうはならなかったのである。それでは、この考えはどのように克服されただ

ろうか？「1865年の大転換」(不破哲三)がその答えだが、そのプロセスを振り返ってみ

よう。 

 

『資本論』第1草稿（1857年10月～58年5月までの草稿） 

  『経済学批判要綱』における6部構成の出版プラン 

Ⅰ資本 Ⅱ土地所有 Ⅲ賃労働 Ⅳ国家 Ⅴ外国貿易 Ⅵ世界市場(と恐慌) 

 

Ⅰ 資本 

（a） 資本一般 

(1) 商品 

(2) 貨幣 

(3) 資本 

１ 資本の生産過程 

２ 資本の流通過程 

３ 両者の統一または利潤、利子 

  (b) 競争 

  (c) 信用 
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  (d) 株式資本 

Ⅱ 土地所有 

Ⅲ 賃労働 

Ⅳ 国家 

Ⅴ 外国貿易 

Ⅵ 世界市場(と恐慌) 

 

『経済学批判』の出版(1859 年 6 月) 6 部構成プランのⅠ(a)(1)商品(2)貨幣の 2 つの章

をカバー。 

続編を出版すべく『資本論』第2草稿(1861年8月から63年7月まで)を書く。 

これはのちの『剰余価値学説史』を含む草稿であり、これを書いているうち、著作の題

名を『資本』(Das Kapital)にすることに決定。しかし6部構成は変わらず、これは、最

初のⅠ資本という題名。 

 

『資本論』第3草稿(1863年8月から65年末まで) 

 ＊1863年か8月から翌年の夏まで、『資本』の表題で、まず第1部 資本の生産過程

の草稿を執筆、それから2部を飛ばして、1864年の夏から年末まで、現在の第3部第1

篇 剰余価値の利潤への転化、および剰余価値率の利潤率への転化、第2篇 利潤率の

平均利潤への転化、 第 3 篇 利潤率の傾向的下落の法則を書く。不破哲三氏は、「57

年～58年草稿」からそこまでを『資本論』前期の草稿と考える。 

 

 ＊1865 年 1 月、第2 部の第1 草稿を執筆中に、著作の組み立てを6 部構成から、現

在の『資本論』に変更。恐慌は、商人資本の介在が不可欠という事実を発見、利潤率の

低下が恐慌を引き起こし、社会変革を必至とするという「資本主義没落論」を克服する。 

 

 ＊1865 年後半に第 3 部の第 4 篇 商品資本および貨幣資本の商品取引資本および貨

幣取引資本への(商人資本への)転化以降の第 3 部を新しい構想に立って執筆。ここで 6

部構成の『資本』が現在の『資本論』になる。「この構想で、すでに草稿を書きあげてい

た『資本論』第1部も、その内容を発展させ、根本的に書き改められました」(不破哲三)。 

 

1864 年に創設された国際労働者協会(第１インターナショナル)での実践などが、「資本

主義没落論」克服に役立った。国際労働者協会創立宣言は、マルクスによって書かれた。 

 

「政治権力を獲得することが、労働者階級の偉大な義務となった。労働者階級はこのこ

とを理解したようである。なぜなら、イギリス、ドイツ、イタリア、フランスで、同時

に運動の復活が起こり、労働者党の政治的再組織のための努力が同時になされているか

らである。 

 成功の一つの要素を労働者はもちあわせている――人数である。だが、人数は、団結

によって結合され、知識によってみちびかれる場合にだけ、ものをいう」（国際労働者協

会創立宣言から、『マルクス・エンゲルス全集』16、大月書店、10㌻） 
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1866年10月13日クーゲルマンあての手紙によると、『資本論』は、次の4部からなる

はずだった。第1部 資本の生産過程 第2部 資本の流通過程 第3部 総過程の諸

姿容 第4部 理論の歴史のために 

 

 さて、『資本論』第 1 部と第 2 部とはどのような関係にあるのだろうか？マルクスの

死後、エンゲルスが責任を持って出版した『資本論』第 1 部（第 3 版）1883 年、での

彼の言葉にそのヒントが隠されている。 

「マルクスには、みずからこの第3版を印刷に付するばかりのものにすることは、許さ

れなかった。その偉大さの前にはいまでは敵でさえ頭を下げるこの力強い思想家は、

1883年3月14日に没したのである。 

 彼の死によって、私は 40 年来の、もっともすぐれた、最も親密な友を、言葉では尽

くせないほど多くのおかげをこうむっている友を失ったのであるが、その私に、いまや

この第 3 版と、手稿のままの残された第 2 巻との出版の面倒を見る義務がかかってき

た。・・・・・ 

 マルクスは最初、第1巻の本文の大きな部分を書き改め、幾多の理論的な点を一層明

確に述べ、新しい点を付け加え、最近にいたるまでの歴史的および統計的資料を補足す

るつもりであった。彼の病状と、第 2 巻の原稿を完成させたいという熱望とのために、

彼はこの企てを断念した。」（新版『資本論』①39～40㌻、原文33㌻）とエンゲルスが

言うように、1877年以降、晩年のマルクスは、『資本論』第2部の出版に向けて準備を

開始したのである。残念ながらその願いは遂げられなかったのだが、エンゲルスは、い

う。「第2巻はたぶん1884年中には刊行できるであろう」（新版①43㌻、原文35㌻）。 

エンゲルスの約束は、少々遅れて1885年5月5日、つまりマルクス没後2年、彼の

誕生日に果たされる。第3部が、エンゲルスの死の前年、すなわち1894年10月4日に

ようやく出版にこぎつけたのとは、対照的である。その原因はどこにあったのだろうか？

それは、第1部刊行後、マルクスは、第2部の出版のために、新たに書き変えたたかな

りの草稿を残していたとするのが通説かもしれない。既述のように、マルクスは、1867

年第1部を出版するときには、第3部、第4部の基本は書き上げていたのだが、第1部

出版後、エンゲルスが、その「第 3 版へ」において書いたように、マルクスには「第 2

部の原稿を完成させたいという熱望」があったのだ。つまり、エンゲルスは、それをま

とめればよかった？ 

 

 第2部の「序言」からそれを検証してみよう。たしかに、エンゲルスは、冒頭次のよ

うに言っている。「『資本論』第2部を印刷に付せるように作成すること、しかもそれが

一方では脈絡の通った、できるだけ完結した著作として、しかし他方ではまた編集者の

著作ではなくもっぱら著者の著作として作成することは、容易な仕事ではなかった」（新

版⑤5㌻、原文）とはいうのだが、一方で、こうも言っているのだ。「私による書き換え

と書き入れは、全部で 10 印刷ページにも達しておらず、それも形式的な性質のものに

すぎない」（新版⑤6㌻、原文7㌻）つまり、ほぼマルクスが書き残したものを整理する

ことによってできたといえそうだ。 
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マルクスが第2部のために残した自筆の材料とはなになのか？ 

① 草稿『経済学批判』1861年8月から1863年6月まで、23冊のノート 

いわゆる『経済学批判』1859 年の続編。第 3 部の草稿で展開されている主題、資本

と利潤、利潤率、商人資本と貨幣資本などを含む。剰余価値に関する諸理論、ノート

第6冊―15冊、エンゲルスは、『資本論』第4部（剰余価値学説史）として出版を計

画する。しかし、第3巻出版の翌年、エンゲルスは没し実現できず、その後カール・

カウツキーによって1905-10年に出版される。さらに、新版が、1956-62年にドイツ

語版として刊行される。 

②  第3部の草稿、1864年から1865年に書かれている。「それは、少なくとも大部分

が1864年および1865年に書かれている。これがだいたいにおいてできあがったの

ち、はじめてマルクスは、第 1 部すなわち 1867 年に刊行された第 1 巻の仕上げに

着手した。この第 3 部の草稿を、いま私は印刷のために手を入れている」（新版⑤8

㌻、原文10㌻）とエンゲルスは第2巻の「序言」でのべている。 

③  第 1 部刊行後、マルクスは、第 2 部用に、4 つの草稿を残している。それらは、

マルクス自身によって番号が付けられているが、第1草稿、1865年または1867年

と推定。エンゲルスは、これは不使用。 

 

編集者注＊２〔エンゲルスが第一草稿を「利用できるものはなかった」としてこと

は、第二部、第三部の全体にかかわる編集上の問題を残した。マルクスは、1865年

前半に執筆したこの第一草稿のなかで、恐慌論の根本にかかわる重大な発見をおこ

なっていた。この発見によって、恐慌が資本主義的生産様式のもとでは周期的に起

こる循環の一局面であることが明らかになり、恐慌を革命的危機の根拠とした「恐

慌=革命」説や、利潤率の低下法則を資本主義の危機と結びつける論述などが、マル

クス自身によってのりこえられることになった。また、この発見を転機に、『資本論』

の構成そのものについても、資本、賃労働、土地所有を独立の部門とする初期の構

想の変更をはじめ、根本的な再編成が行われることになった〕（新版⑤10 ㌻、原文

11㌻） 

 

④ 第3 草稿、その後の改定で用をなさないとエンゲルスはいう。第4 草稿、第1 篇と

第 2 篇の最初の諸章に利用する。第 2 草稿、1870 年。「ある程度まで完成している

唯一のもの」（新版⑤9 ㌻、原文 11 ㌻）とエンゲルスがいっているように、また、

分量からいっても、第2部の中心的な草稿といって良いだろう。 

 

⑤ マルクスは1870年以後187６年まで、執筆を休止。おもに病状のためという。農学、

自然科学、数学、その他、さまざまな抜書き帳を残している。これだけのものを病

気でありながらマルクスはやりとおした。やはり天才である。 

 

⑥ 1877年の初め健康の回復にともない、第2部の刊行をめざして、草稿をしたためる。

この新稿の冒頭が、1877年3月末から始まる第5草稿である。また、印刷に付しう
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る原稿を作ろうとする最初の試みが1877年10月以後1878年7月以前の第6草稿

である。1878年7月2日付けの第7草稿。「第3篇社会的資本の再生産と流通は、

彼にはどうしても書き直しが必要と思われた」（新版⑤11～12㌻、原文12㌻）こう

して出来上がったのが、第8草稿。しかし、総じて、第５草稿から第8草稿まで「意

気阻喪させる病状としゃにむにたたかった痕跡があまりにしばしば見られる」（新版

⑤11 ㌻、原文 12 ㌻）、とエンゲルスは指摘する。「私は、自分の仕事をさまざまな

改稿からただ選択することだけに限定した」「その際、第一篇と第三篇だけは真の困

難、すなわち単なる技術的困難とは異なる困難をもたらしたが、しかもそれは小さ

いものではなかった。私はこの困難を、もっぱら著者の精神にもとづいて解決しよ

うと努めた」」（新版⑤13㌻、原文12㌻）。 

 

確かに「第一篇資本の諸変態とそれらの循環」では、第二篇において理論的には初め

て登場する「固定資本」と「流動資本」という資本概念を説明なしで使っているという

おかしなことが起こっている。また、第三篇社会的総資本の再生産と流通、とりわけ第

21 章蓄積と拡大再生産は、きわめて理解しにくい章となったが、新版『資本論』では、

なぜそうなったのかについて丁寧な監訳者注がついている。 

「マルクスが、拡大再生産の研究に本格的に挑戦したのは、第八草稿の執筆が最初で

あり、草稿には、問題解決の方向や方法論がつかめないまま、草稿に節や小節を設け、

表題をつけた。そのため、現行第 21 章は、マルクスの研究と思考の経過が読み取りに

くいものとなっている。この問題を解決するため、本訳書では、訳注で「第一回の挑戦」、

「第二回の挑戦」などの独自の区分を行い、マルクスが、何回もの失敗を繰り返しなが

ら、最後に拡大再生産の表式化に到達する経過を示すようにした」（新版⑦793㌻、原文

485㌻）。 

また、新版『資本論』第2部の末尾において、エンゲルスが全く使用しなかった、恐

慌についてのマルクスの新たな発見について、1865年前半に書かれた「第一草稿」から

直接書き抜くという従来にはない『資本論』第2部構成となっている。このマルクスの

恐慌把握は、「恐慌=革命」説を覆し、恐慌は、資本主義社会において必然的に起こる周

期的かつ循環的な現象であるとするものであり、かつての経済学プラン 6 部構成から、

現行『資本論』4部構成に展開する契機となったものである。マルクスは、『資本論』第

2 部を、本来、再生産表式に基づく恐慌論の総括的解明で結ぶ構想をもっていたが、病

のためそれを実現できなかったということになる。 

 

ここで、エンゲルスは、第3巻について見通しを述べる。基本は、1864年から65年

にかけて書かれた、二つ折り版の草稿である。「いままでのところで私に判断できる限り

では、もちろん若干のきわめて重要な篇は例外であるが、この準備には、主としてただ

技術的な困難があるだけであろう」（新版⑤13㌻、原文13㌻）と楽観的な見通しを述べ

ている。実際そのとおりだったと、後にエンゲルスは言っているのだが、そう簡単に、

彼のいうことを認めるわけには、行かないだろう。なぜなら、エンゲルスの亡くなる 1

年前、1894 年に、第 3 部は、ようやく出来上がることになるからである。つまり、楽

観的見通しを述べたときから出版までに 9 年近くもかかってしまったからだ。事情は、
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第3部の「序言」において、エンゲルスが説明しているが、そこに入る前に、第2部の

「序言」において、撃退し、片付けておかなければならないもうひとつの問題があった。

それは、マルクスがロートベルトゥスを剽窃したかのごとく言う、ドイツの講壇社会主

義および国家社会主義者たちによるマルクス非難に対してである。 

  

ドイツの経済学者、ロートベルトゥスは何を言ったのだろうか。「資本家の剰余価値がな

にから生じるかを、私は、私の第3社会書簡のなかで、本質的にはマルクスと同じやり

方で、ただしもっと簡単明瞭に、示しておいた」と彼は言った。この社会書簡がでたの

が 1851 年だから、マルクスの『資本論』第 1 巻が出版された 1867 年よりはやい。こ

れが、剽窃とマルクスが非難される根拠というわけだ。 

 

剽窃といわれ非難されたことについてマルクスは、なにも知らなかったが、ロートベル

トゥスの言ったことは、マルクスは知っていた。しかも、彼の言っていることは、どう

でもいいことだと考えた。  ロートベルトゥスの主張―――地代と利潤を一括して「賃

料」と呼び、それが労賃からの価値控除の結果として生じるというのである。この価値

控除分がマルクスの言う剰余価値である。しかし、この程度の考えなら、イギリス古典

経済学（ジェイムズ・スチュアト、アダム・スミス、リカードウなど）によって、すで

に議論されていたわけだから、ロートベルトゥスの専売特許というわけではない。しか

し、エンゲルスの次の言葉が第 3 部との関係においても重要となる。「マルクスの言う

剰余価値は、生産手段の所有者によって等価物の提供ナシに取得される価値増額の一般

的形態であって、この形態が、マルクスによってはじめて発見されたまったく独自な諸

法則に従って、利潤および地代という、特殊な転化された諸形態に分裂するのである。

これらの法則は第3部で展開されるのであり、そこではじめて、剰余価値一般の理解か

ら、利潤および地代への剰余価値の転化の理解に―――したがって資本家階級内部での

剰余価値の分配の諸法則の理解に―――到達するためには、どれだけの中間項が必要で

あるか、が明らかにされる」（新版⑤23㌻、原文18㌻） 

 

つまり、剰余価値の一般性を指摘したのがマルクスの新しさだが、同時にそれが利潤や

地代に分裂する諸法則を発見したのもマルクスの独自性だというのがエンゲルスの趣旨。

この第2部の「序言」において、エンゲルスは、第3部の予告編を開陳した。 

 

では、「マルクスは剰余価値についてどんな新しいことを言ったのか？」(新版⑤30 ㌻、

原文21㌻) 

 

化学の歴史によるアナロジー 

 燃素説（燃焼の本質を燃焼物体から燃素という名で呼ばれた可燃物質が遊離される） 

        ↓ 

 無燃素気体の発見：1774年プリーストリー 

 火気体の発見：シェーレ（大気中に存在、物体を燃焼させれば、それは消滅する） 

        ↓ 
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 酸素の発見：ラヴォワジェ（この新気体は新しい化学元素であり、この新元素が燃焼

物体と化合する） 

 

「剰余価値でのマルクスとその先行者たちとの関係は、ラヴォアジェとプリーストリー

およびシェーレとの関係と同じである」（新版⑤32 ㌻、原文 22～23 ㌻）とエンゲルス

はいう。 

「マルクスは、労働の価値形成的質を研究し、そしてはじめて、どのような労働が、ま

たなにゆえ、またどのようにして、価値を形成するのかということ、および、およそ価

値とはこの種の労働の凝固したものにほかならないことを、つきとめた―――これは、

ロートベルトゥスが最後まで理解しなかった点である」(新版⑤33㌻、原文23㌻) 

 

化学史のアナロジーでいえば、プリーストリーやシェーレにあたるのが、リカードウ学

派になるのだが、彼らはなぜ「難破した」のだろうか？ 

① 労働は価値の尺度であるなどととらえたことが、第一の要因。労働は、価値創造活

動なのだから、それ自身が価値の尺度にはなりえない。彼らは、労働と労働力の区

別もしなかった。 

② 資本が不等量の生きた労働を使用すれば、同等な額の剰余価値、リカードウ学派の

言う利潤は生まれない。しかし、「実際には、同等な諸資本は、それらが使用する生

きた労働の多少にかかわりなく、同等な時間内には平均的に同等な利潤を生産する」

（新版⑤37㌻、原文26㌻）これは、リカードウらの主張する価値法則に違反する。 

 

しかし、「マルクスは、この矛盾をすでに草稿『批判』で解決していた。この解決は、『資

本論』の計画によれば、第3部で行われる。この公刊までには、まだ数ヶ月かかるであ

ろう」（新版⑤38ページ）とエンゲルスは、予告したのだが、しかし、実際には、10年

近くの歳月を要したことは既述のとおり。 

 

さらに、エンゲルスは、挑発的な問題提起を行なった。「ロートベルトゥスのうちにマル

クスの秘密の源泉およびすぐれた先行者を発見しようとする経済学者たちは、・・・・も

し彼らが、価値法則をそこなわいないだけでなくむしろそれにもとづいてどのようにし

て同等な平均利潤率が形成されうるのか、また形成されざるをえないのか、を立証する

のであれば、われわれはさらに話し合いたいと思う。」(新版⑤38㌻、原文26㌻) 

「第 2 部は、第 3 部の内容の前置きにすぎない」とエンゲルスは言う。「この第 3 部が

現われたならば、ロートベルトゥスごとき経済学者はもはやほとんど問題にされなくな

るであろう」（新版⑤38㌻、原文26㌻）ともいい、第3部の重要性を強調した。 

 

われわれは、これから『資本論』第3部の「前置きに過ぎない」第2部を「急がずに」

9回にわたって読むことにする。 

 

以下の（  ）のコメントは、エンゲルスのヴィクトル・アードラー宛ての手紙（1895

年 3 月 16 日付け）からの第 2 部の学習の手引きの要約である。この手紙は、エンゲル
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スのなくなるまさにその年に書かれている。彼がなくなったのは、この手紙を書いてか

ら5ヶ月も経たない、1895年8月5日、享年74歳だった。 

 

第2部 資本の流通過程 

第1篇 資本の諸変態とそれらの循環 

第1章 貨幣資本の循環 （徹底的に読むこと） 

第2章 生産資本の循環 （楽に読める） 

第5回講義：新版『資本論』第5分冊、2024年1月21日(日)ここまで 

 

第3章 商品資本の循環 （楽に読める） 

第4章 循環過程の3つの図式 （いくらか精読の必要） 

第5章 通流時間  （やさしい） 

第6章 流通費   （やさしい、付随的なことを取り扱っている） 

第6回講義：新版『資本論』第5分冊 2024年2月18日（日）ここまで 

 

第2篇 資本の回転 

第7章 回転時間と回転数  （重要） 

第8章 固定資本と流動資本 （重要） 

第9章 前貸資本の総回転。回転循環 （重要）  

第10章 固定資本と流動資本とに関する諸学説 重農主義者たちとアダム・スミス（特

に重要） 

第７回講義：新版『資本論』第6分冊 2024年3月17日（日）ここまで 

 

第11章 固定資本と流動資本とに関する諸学説 リカードウ （特に重要） 

第12章 労働時間  （特に重要） 

第13章 生産時間  （特に重要） 

第14章 通流時間７  （特に重要） 

第8回講義：新版『資本論』第6分冊 2024年4月21日（日）ここまで 

 

第15章 資本前貸しの大きさにおよぼす回転時間の影響 （さしあたりざっと読め） 

第16章 可変資本の回転  （さしあたりざっと読め） 

第17章 剰余価値の流通  （さしあたりざっと読め） 

第9回講義：新版『資本論』第6分冊 2024年5月19日（日）ここまで 

 

第3篇 社会的総資本の再生産と流通 （内容からはすぐれているが、形式からすると

恐ろしく難解、さしあたりは読まなくても用は足りる） 

第18章 緒論 

第19章 対象についての従来の諸叙述 

第10回講義：新版『資本論』第7分冊 2024年6月16日（日）宮﨑礼二先生担当 こ

こまで 
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第20章 単純再生産 

 第1節～第9節 

第11回講義：新版『資本論』第7分冊 2024年7月21日（日）宮﨑礼二先生担当 こ

こまで 

 

第21章 単純再生産 

 第10節 資本と収入――貨幣資本と労賃 

 第11節 固定資本の補填 

第22章 蓄積と拡大再生産 

第12回講義：新版『資本論』第7分冊 2024年8月18日（日）宮﨑礼二先生担当 こ

こまでで終わり 

 

 

 


